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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・病棟より連絡があり、10/9(月)上川原豊様、佐々木理佳様、石井幸子様の体験利用は休みになるとのこと。
・病棟より連絡があり、来週より石井幸子様の体験利用が、週5回から週3回/月・水・金の体験利用へ変更となるとのこと。

・八戸精神科医会学術講演会

　日時：10/18（水）18：45～20：15　　八戸パークホテル「マグノリア」

　申し込み必要となっており、参加希望者は10/10（火）までに小川さんに申し込むこと。

・八戸メディカル学院より地域作業療法実習でOT学生受け入れ

　10/20（金）、10/27（金）に各日2名ずつ　　　慶長JGMが対応
・10月9日は祝日プログラムを行う。
　デイケアは、ボウリングとプリンアラモード作り。
　デイナイトケアは、トランプとボードゲーム。
[提出期限]
・10/9（月）経過録

・10/10（火）医療福祉学会PPT

・10/20（金）プログラムテキスト

＜利用者様情報＞

デイケア

・久慈　邦夫様～昨日外来を受診しており、声をかけると疲労感が窺える。妻様の葬儀と火葬は明日10/6に行うとのことで、「ちょっと疲れました」と話している。デイケアの利用については落ち着いてから検討してほしいことを伝えている。妻様とは結婚してまだ数年しかたっておらず、家に1人でいることにも寂しさを感じていると言葉にしている。関係機関と情報を共有しながら、本人を支えていくことが出来るように支援策を立てていく。
・大下　伸治様～昨日、就労への段取りについて、グループホームの世話人、特定相談員、担当スタッフで検討会を行う。本人はあくまでも就労継続支援A型での就労を希望しているが、金銭面・能力的にもB型就労があっているのではないかとの結論に至る。本人が自身の能力を正しく把握できていないことや、有している能力の客観的指標がないことから、主治医に相談し、知能検査の実施を検討していく。まずは、B型で就労経験を積み、目標を達成したのちにA型に進むことが出来るよう、段階的な支援を目指していく。

・寺地　啓喜様～本日運動療法時、開始時間になっても横になったままでいる為、体調を確認している。不調の為、休んでいたとのことで具体的な症状について尋ねるが「なんとなく具合が悪いです」と答えている。静養室が使用中の為、ホールで座って休むよう伝えている。昼食前になるとウォーキングをしており体調確認すると「さっきよりは良くなってきました」と答えており、症状を紛らわせる為ウォーキングをしているとのこと。今後も本人の体調を確認し、症状の訴えある際には休養等を促していく。
・若松　邦生様～本日運動療法中、寒気の訴えと静養室での休養を希望しており、休養している。11：30頃に静養室を退室しており、体調を確認すると、寒気は続いているが、他の症状はないとのこと。今後も体調を確認していく。

・桜川　貞二様～金曜日は診察日に合わせて1回/2週間に通所利用をしているが、次回は3週間後となり、10/27(金)となる。送迎があるため周知お願いします。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～本日は、多飲水見られるが、介入に大声を出すことはない。トイレは頻回で、プログラムには参加出来ずにいる。昼食後薬は服用しないため促しにて服用している。その後、階段扉を開けようとするため、声掛けにて戻っている。理由を聞くと、「持っているタオルを濡らしてしまったので、青風荘に戻って取りに行きたい」と話している。青風荘スタッフが持って来てくることを伝えるが、その後も階段へ通じる扉を2回開けようとすることや、一人で階段を下りるため話を傾聴することで戻っている。
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、時折強調したような咳をしていたとのこと。就床前薬服用時「歯医者あさって（土曜日）行けるんだよね」と繰り返し尋ねており、予定は入っている事を伝えると「ならいいんだけど」と安心していたとのこと。特定利用者（吉田富秋様）を睨んでいるが、トラブルは見られない。
ナイトケア
・下妻　康貴様～昨日、青明舎の取材の原稿を作成したとのことで持参しておりアドバイスが欲しいことを話している。原稿は、青明舎から指定の有った質問事項に沿って文章が書かれており、発症時の様子や現在の生活のことなどが書かれている。内容が不明確な部分をスタッフから問いかけ、内容を詳細にし共に文章を起こしている。「また書いたら持ってくるね」と話しており、あまり根を詰めすぎないよう声をかけると「大丈夫」と笑っている。

